









































































































































































































































































































































































































































































































死亡年月 昭和43年4月 平成6年6月 平成18年5月 平成21年 平成23年
死者名 坂本徳治 坂本清治 坂本貞猪 山崎福亀（よしき） 中山家（國澤光子）
生年 明治19年？ 明治39年7月23日 明治41年2月18日 明治45年7月
死亡年月日 昭和43年4月8日 平成6年6月10日 平成18年5月17日 平成21年2月17日 平成23年4月16日



























通夜 家 平成6年6月10日。家で 平成18年5月18日。家で 平成21年2月18日。家で 平成23年4月18日。祭儀場で
葬儀 家 平成6年6月11日。家で 平成18年5月19日。家で 平成21年2月19日。家で 平成23年4月19日。祭儀場で
葬法 土葬 土葬 土葬 火葬 火葬



































































































































































































































棺 たためか家で作っていたが徳治 葬儀屋 葬儀社へ取りに行った。 葬儀社 葬儀社
の時は春野の宮脇葬儀社で。
売っていたり，坊さんが持って 葬儀社が準備するが，通夜の晩，






葬儀屋。八ナともロクドウとも。 あったと思う。 銀紙の飾りはあった。 葬儀社































































































































































































































喪服 喪服 喪服 喪服













































































































































































































































































































































































































































































































































































































分類 内　容 昭和43，平成6，18 平成21 平成23
土葬＋自宅 火葬＋自宅 火葬＋葬儀社
北枕 ○ ○ ×
枕飯 ○ ○ ○
死者の着物を縫う作法 ○→× × ×
紐をキノボリに ○ ？ ？
帯を枕に ○ ？ ×
精進料理 ○→× × ×
日常の逆転
角い皿鉢 ○ × ×
喪服 ○ ○ ○
サンヤ袋に爪 ○ ○ ○
棺を担うのは左縄 ○ × ×
逆手の鍬 ○ × ×
四十九日に餅を包丁で ○ × ×
神前に紙 ○ ○ ×
墓穴掘り道具を49日放置 ○ × ×
アミ笠と白い布をかぶる ○ ○ ×
ケガレ
山草履 ○→× × ×
ヒオイ ○ × ×
コマセと塩 ○ ○ ×
オトギ寝 ○ ○ ○
旗・孫杖 ○ ○ ×
庭で3回まわる ○ ○ ×
その他 茶碗を割る ○ ○ ○
願ぶるい ○ ○ ○
着物を北向けに干す ○ × ×
四十九日まで墓に提灯 ○ × ×
○：行なった
×1行なわなかった　あるいは　知らない
？：わからない
→：時代とともに変化した場合
508
［高知県日高村大和田の葬儀とその変化］一・梅野光興
　これに伴い葬儀社がとりこめていない相互扶助の作業である盆棚作りも近年外注が進んでいる。
葬祭業者ではないが，村内に盆棚作りを請け負う者が出て来たのである。
　このような現象は全国的な傾向だろう。本稿ではそのひとつのサンプルを提示しておくにとどめ
たい。
【謝辞】
　本稿を作成するに当たってご協力頂いた，坂本忠史氏，同範子氏，小川真喜子氏，山崎勝久氏，
中山正和氏，そして日高村大和田の方々，日高村役場に記してお礼を申し上げたい。
註
（1）一調査成果は，『死と再生の文化』展示解説資料
集［高知県立歴史民俗資料館1995年］で紹介した。
（2）一本調査の成果は『国立歴史民俗博物館資料調査
報告書10　民俗研究部　死・葬送・墓制資料集成　西
日本編2』［国立歴史民俗博物館，2000年］に収録され
ている。
（3）一国立歴史民俗博物館共同研究会「高度経済成長
期とその前後における葬送墓制の習俗の変化に関する研
究」平成24年度第2回（平成24年9月15日）において「高
知県日高村本郷の葬儀とその変化」と題して報告した。
（4）一葬儀社は，平成12年の段階では，日高村内に
日高葬祭，伊野町に森田葬祭，伊野葬祭があり，JAコ
スモス農協日高支所でも葬祭の世話をしていた。その後
の動きに関して，JA全農こうちのホームページを見る
と，平成13年12月に高知市に葬祭会館ルミエールこう
ちが開館，日高村にコスモス営業所が開設している。日
高村の営業所は事務所だけで葬祭会館は無く，自宅葬へ
の対応が中心だった。平成19年4月には佐川町に移転
し，葬祭会館ルミエールコスモスが開設している。それ
以後現在では葬祭会館での葬儀が増えているとのこと
である。また，中山家の利用した枝川葬祭の葬祭会館も，
建設は5～7年前のことで，やはりそれまでは自宅葬へ
の対応のみであったと言う。この5，6年位で葬祭会館
における葬儀が増えてきたことがうかがえる。
（5）一ブク抜けのブクは，『日本国語大辞典』第2版
11巻［小学館，2001年］の「服（ぶく）②喪にこもること，
また，その期間」の意であろう。
（6）一キノボリは『高知県方言辞典』［土居重俊・浜
田数義編高知市文化振興事業団，昭和60年］には「真
結びに対してたて結びのこと。帯やひもなどを結ぶとき，
はじめ差しこんだときと，上下を反対に結ぶと，縦になっ
て，きまらない」などとある。
（7）一トーマ組は，高知県中東部の広い範囲で用いら
れる。『高知県方言辞典』（前掲註6）にも，「墓穴を掘る人。
近隣の人がこれに当たる」とある。
（8）一シナシモノは，『高知県方言辞典』（前掲註6）
によると「生身のすり身に，少量のうどん粉と玉子を混
合して練り，高野豆腐などをつけ合わせ，これを蒸して
種々料理したもの」とある。
（高知県立歴史民俗資料館，国立歴史民俗博物館研究協力者）
　　　　　（2013年12月21日受付，2014年5月26日審査終了）
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